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解説 

 

「癩（らい）」は癩菌（らい菌）による感

染症で、今日では「ハンセン病」という呼

び名が一般的である。日本最古とされる飛

鳥時代のハンセン病者療養施設の紹介か

ら始まり、ハンセン病者の状況や療養施設

の変遷が記述されている。沖縄について

は、廃藩置県以降の様子がわかる。また、

県内で療養所が設置された経緯や関係者

の回顧録を通して、ハンセン病者に関する

記録だけでなく、第二次世界大戦前から日

本復帰前までの世相も知ることができる。 
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備考 

機微情報が多くマスキングが困

難なため非公開（研究目的の閲覧

など、図書館長の許可があった場

合は原本の閲覧可）） 

 

〇次ページより目次をご覧いただけます。 



 



 



 

 


